
平
成
十
九
年
三
月
一
日
提
出

質

問

第

九

六

号

赤
羽
駅
西
口
地
区
（
第
二
期
）
市
街
地
再
開
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

保

坂

展

人
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赤
羽
駅
西
口
地
区
（
第
二
期
）
市
街
地
再
開
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書

旧
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
）
が
東
京
都
北
区
の
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
西
口
地
区
再
開
発
の
第
二
期
と
し
て
事
業

認
可
を
受
け
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

一
一
月
、
第
二
期
再
開
発
は
一
八
階
建
て
の
第
二
街
区
、
さ
ら
に
一
一
階
建
て
の
第
三
街
区
は
、
主
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
入
る
施
設
と
し
て
竣
工
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
質
問
し
た
の
が
前
回
の

質
問
主
意
書
（
第
一
六
五
回
国
会
質
問
第
一
一
二
号
）
で
あ
る
。

答
弁
書
は
平
成
一
八
年
一
一
月
二
日
に
送
付
さ
れ
た
が
、
納
得
で
き
る
回
答
と
は
い
え
ず
、
以
下
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た

い
。

（
一
）

答
弁
書
（
一
）
の
�
に
よ
る
と
、

「
平
成
三
年
十
二
月
に
認
可
を
受
け
た
権
利
変
換
計
画
の
定
め
に
従
い
、
登
記
申
請
が
な
さ
れ
た
」

と
答
え
て
い
る
。

し
か
し
、
登
記
上
の
床
面
積
は
三
〇
〇
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
が
、
本
来
は
認
可
を
受
け
た
権
利
変
換
面
積
二

一



〇
四
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
登
記
申
請
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
か
。

（
二
）

平
成
七
年
一
二
月
に
登
記
申
請
さ
れ
た
三
〇
〇
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
権
利
変
換
面
積
二
〇
四
五
一
平
方
メ
ー
ト

ル
の
差
で
あ
る
九
六
〇
三
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
何
の
た
め
に
生
じ
た
も
の
な
の
か
。

（
三
）

答
弁
書
（
三
）
の
�
に
よ
る
と
、

「
本
件
事
業
に
係
る
当
初
の
事
業
計
画
に
お
け
る
保
留
床
処
分
金
は
、
一
八
八
億
九
三
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
変
更
後

の
事
業
計
画
に
お
け
る
保
留
床
処
分
金
は
三
八
五
億
六
三
〇
〇
万
円
」
と
あ
る
。

そ
の
う
ち
約
四
一
％
が
子
会
社
で
あ
る
（
株
）
新
都
市
ラ
イ
フ
が
取
得
し
た
と
あ
る
が
、
約
四
一
％
の
子
会
社
取
得

分
と
は
ど
の
く
ら
い
の
床
面
積
で
あ
り
、
保
留
床
処
分
金
と
し
て
は
ど
れ
ほ
ど
の
額
に
な
る
の
か
。

（
四
）

保
留
床
処
分
金
約
一
八
八
億
円
は
変
更
後
、
約
三
八
五
億
円
に
増
え
て
い
る
が
、
約
一
九
七
億
円
の
増
額
変
更
は
、

「
本
件
事
業
の
施
行
地
区
外
へ
の
転
出
を
希
望
す
る
者
が
増
え
た
こ
と
、
及
び
事
業
費
が
増
額
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
」
と
あ
る
。
実
際
に
何
名
が
転
出
し
、
そ
の
額
は
い
か
ほ
ど
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
事
業
費
の
増
額
と
は
い
か
ほ

ど
で
あ
る
の
か
。

（
五
）

答
弁
書
（
三
）
の
�
に
よ
る
と
、

二



「
大
型
店
舗
と
な
っ
て
い
る
地
下
一
階
か
ら
地
上
六
階
ま
で
の
部
分
、
及
び
地
下
一
階
の
一
区
画
の
部
分
を
、
地
域

住
民
の
利
便
の
た
め
の
店
舗
の
賃
貸
事
業
の
た
め
に
」
子
会
社
新
都
市
ラ
イ
フ
が
取
得
し
た
と
あ
る
。
約
四
一
％
も
の

床
面
積
を
「
地
域
住
民
の
利
便
の
た
め
」
に
子
会
社
が
取
得
す
る
理
由
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


